


































A Cross-cultural Exchange with an Elementary School in Hawaii Using Skype
坂本　暁美＊，坂山　英治＊＊




Nanasato Elementary School in Shimanto, Kochi
Abstract：Students at Nanasato Elementary School in Shimanto, Kochi, and students at 
KalihiUka Elementary School in Honolulu, Hawaii, held a cross-cultural 
exchange session using Skype. The Japanese students performed a play of their 
own creation in English and the students in Hawaii performed Hawaiian songs. 
They also exchanged questions regarding their own cultures. It has been shown 
that cross-cultural exchange sessions using information-communication 
technology can have a strong impact on facilitating students to actively 


















































































































　第２の課題は，相互の PC 環境である．今回は PC 内
蔵マイク使ったことから，音声が聞き取りにくい場面
があった．今後は，外付けマイクや個人マイクを活用
したり，スピーカーにつなげるなど，児童の小さな声
も拾えるような環境設定を考えたい．
５．今後の展望
　交流授業は継続することに意味がある．今後七里小
学校では，一学期に一回程度行いたいと考えている．
例えば，６月に学校生活の様子（授業，特別活動，給
食，行事など）を紹介したり，１０月に地域の様子（文
化，風土，歴史，季節など）を紹介する等を構想して
いる．さらにこれらの活動が，低学年生を含めた学校
間の交流になるような広がりを持たせる活動につなげ
たいと考えている．
　交流授業を継続的に行う秘訣は，交流する双方に
とって学習の意味を持たせることだと考える．そのた
めには，交流相手と共に双方の学習目的を明確にして，
それを達成させるための具体的な方策を相互に練る必
要があるだろう．今回七里小学校では，英語でのコミュ
ニケーション力を促進させること，七里にいても外国
と簡単に交流ができること，世界と繋がっている自分
　ハワイの学校（カリヒウカ小学校）との交流に
は，畿央大学（奈良県）の坂本先生に随分とお世
話になりました．坂本先生との出会いは，一昨年
の十二月，鳴門教育大学主催の国際教育フォーラ
ムでご一緒させていただいた縁でした．
　坂本先生は日本の学校とハワイの学校の間で音
楽を通したテレビ電話での交流を行っていて，そ
の実践発表をされました．その話を聞いて，七里
の子どもたちにもこんな経験をさせてやりたいな
と思い坂本先生にお願いをしてみたら快く学校を
紹介してくれることを引き受けてくれました．そ
れからメールを通じて坂本先生と連絡を取りなが
ら準備を進めてきました．交流先は簡単に見つか
るだろうと思っていましたが，難航してやっと決
まったのが今年に入ってからでした．でもそれか
らも日本との時差の関係でこちらの就業時間に交
流することができないなど，話が思うように進み
ませんでした．そんな時，坂本先生は「ハワイま
で行ってくる」とカリヒウカ小学校に話をまとめ
に行ってくれました．嬉しいやら，申し訳ないや
ら，その行動力に吃驚するやら，けど感謝の気持
ちで一杯になりました．お陰さまで何とか交流ま
でたどりつけました．でも，ここに来るまでには
鳴門教育大学の近森先生との縁がないとできな
かったことですね．近森先生との縁で，国際交流
集会もできています（以下省略）．
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を感じ取らせることが目的だったが，Kalihi Uka 小学
校の学習目的は文化交流という漠然としたものだった．
今後は，七里小学校の学習目標をさらに具体化すると
同時に，交流相手側にとって交流がどういう学習にな
るのかを相互の話し合いを通して明確にする必要があ
るだろう．どちらか一方の目的を達成するための交流
ではなく，相互の児童が学習目標を達成することが，
交流を継続させることにつながるからだ．そのために
も，相手との綿密なやりとりを頻繁に行うことが，交
流学習を成功するカギになると確信している．
６．終わりに
　七里小学校の児童は，ハワイとの交流に好奇心に胸
を踊らせて興味を持って取り組んだ．今後は児童の興
味・関心を大切にし，英語への興味だけでなく異文化
への関心そして七里や日本を見直すきっかけとなるよ
うな活動を実施していきたい．
